（第２号様式）
令和　年　月　日　
令和６年度 かながわコミュニティカレッジ
運営業務委託企画提案書
募集案内の「応募資格」にて定める資格要件を、全て満たしていることを誓約し、企画提案書を提出いたします。
	法人名
	

	代表者氏名
	

	住　所
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※　複数の法人によるグループで応募する場合は、構成員ごとに記載欄を追加し、法人名、代表者氏名及び住所を記入すること。
	応募に関する担当の氏名・連絡先等
	
	

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がな),名)
	
	所属・役職名
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ
	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


※　記載に当たっての留意事項









・　欄が不足する場合は、適宜、行を追加して記載してください。

・　整理番号欄は、何も記載しないでください。

※　参考見積書、直近１期分の決算書（損益計算書、貸借対照表又はこれらに相当する計算書）を添付してください。

※　団体の概要がわかる既存の資料がある場合は、参考資料として添付してください。
	１　課題認識及び具体的な運営方針について

	（１）本事業に対する課題認識について　　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所５（３）】
（神奈川県におけるボランティアやNPO等の人材面での課題、地域の課題解決や活性化に取組む人材の育成ニーズ等について記載）

（２）本事業の具体的な運営方針について　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所５（３）】
（本事業の運営に当たり、上記（１）で記載した課題認識を踏まえ、提案者の持つ類似業務の実績・ノウハウ、ネットワーク等を生かし、どのような人材育成及び本事業の運営が可能か記載）



	２　業務実施体制について

	（１）事務局開設時間等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所７（１）イ】
　ア　開設日・曜日　　令和６年　　月　　日から開設　　開設曜日（　　　　　　）
　イ　開設時間帯　　　　　　時から　　　時まで
　ウ　年間開設日数　　　　　　　　　　日

　エ　事務局開設時間外の申込対応・電話対応の方法

　
（２）業務実施体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所５（４）】
ア　提案者の類似業務の実績（直近３年間の本事業に関連した活動実績を事業額の大きい順に５件まで記載し、ボランタリー活動等に関する中間支援又は人材育成のための事務局業務の受託実績については番号に○を付してください。なお、グループ応募の場合は、各構成員の実績を含めます。）

事　業　名

主催者又は発注者名

事業額(千円)

概　　　　要

１

２

３

４

５

イ　事業責任者等の予定者

　○事業責任者
氏　　名

現　　職

類似業務経験

（管理職経験を含む類似業務の内容、経験年数を記載）

【事務局職員との兼務予定】いずれかに○  有 ･ 無

【応募団体における現職】

　　（在職　年　月）

【その他団体等における役職等】

　　（在職　年　月）

　○運営管理者及び運営管理者補佐（決まっている場合）
　　運営管理者

氏　　名

現　　職

類似業務経験

（管理職経験を含む類似業務の内容、経験年数を記載）

　　（在職　年　月）

　運営管理者補佐

氏　　名

現　　職

類似業務経験

（類似業務の内容、経験年数を記載）

（在職　年　月）

　　（在職　年　月）
＊欄が不足する場合は、適宜行を追加して記載する。
ウ　事務局の構成
（事務分担の概要がわかる組織のイメージ図、曜日・時間帯・申込受付期間・講座開催日等に適宜区分し、配置する職員数等について記載）
　エ　受託者の組織的な支援体制
（①指揮監督･連絡調整体制、②事務局職員の研修計画、③事務局に職員を配置しない曜日･時間帯の受講申込み対応・問合せ対応方法、④事務局外に本業務支援担当者を配置する場合の業務内容、⑤事務局職員に事故がある場合の業務支援体制、⑥業務の一部を委託する場合の管理、指導体制等について記載）
（３）個人情報の管理を含めたリスクマネジメントの認識及び方針
（個人情報の管理、自然災害時の対応等リスクマネジメントのための組織的な取組み方針及び発生した際の対応方針等を記載。また、法人等の個人情報管理規定を添付すること）



	３　委託事業の企画･提案について

	（１）講座企画･編成方針、講座開催計画【仕様書対応箇所７（２）ア.イ、（６）／８（１）（２）（３）】
ア　講座企画・編成方針
（講座全体を通じた基本的な目標や、「メインテーマ」及び「講座編成に係る基本的な考え方」を反映させた点等について記載）
イ　講座開催計画　
（第３号様式）「令和６年度かながわコミュニティカレッジ講座開催計画書」により提案

ウ　講座企画書
　（第４号様式）「令和６年度かながわコミュニティカレッジ講座企画提案書」により提案
エ　ボランタリー活動未経験者層の参加促進講座等
　　（第５号様式）「令和６年度かながわコミュニティカレッジボランタリー活動未経験者層の参加促進講座（特別講座）企画提案書」により提案
（２）受講生募集のための広報　　　　　　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所７（７）】
　　ア　広報の基本方針及び実施計画
（提案者の類似業務の実績・ノウハウ、ネットワーク等を生かした取組み内容を記載。また、新たな受講者層の開拓のための取組みを予定している場合は、その内容を記載）

イ　広報用印刷物の作成部数及び配布依頼先（仕様書に示す「広報用印刷物の部数及び配布依頼先」に関する作成部数とその他提案する印刷物の作成部数や配布依頼先を記載）
広報用印刷物の部数及び配布依頼先

印刷物名

作成部数

配付依頼先

年間講座パンフレット

部

（最低10,000部以上）
（主な配布先と配布予定部数について記載）
主催講座チラシ

部
（最低1,000部以上）
講座
合計　　　　　部

その他提案する印刷物
　＊欄が不足する場合は、適宜行を追加して記載する。


	ウ　受託者が企画提案する電子媒体による広報（電子媒体名、内容、実施規模(件数や頻度等)、管理・運営者等について記載）
　エ　その他の広報媒体による広報の媒体名、数量等について（広報媒体名、内容、実施規模(件数や頻度等)について記載）
（３）自由企画提案業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【仕様書対応箇所７（10）】
かながわコミュニティカレッジ事業のため、受託者が提案する独自の企画提案について（名称、目的、内容、実施方法等について記載）
（４）本提案書に記載した内容を実施することによる事業効果について
　項　　　　　目

提案する目標値

（参考）目標例
ア　受講者数の合計

主催講座　　　　　　　　　　　　　　連携講座　　　　　　　　　　　　特別講座

主催講座：　　人
連携講座：　　人
特別講座：　　人
主催講座：600人
連携講座：150人

特別講座：50人
イ　アンケートの満足度
（次の項目（６項目、各５点満点）の合計点）
A  講座回数は適当か
B　講座１回当たりの時間は適当か
C　受講料の額は適当か
D　他の受講生等とのつながりはできたか
E　今後の活動に向けたヒントが得られたか
F　学びたいと考えていたことが学べたか
（計30点満点）

全講座
主催講座

全講座：　点以上

主催講座：　点以上

全講座：25点以上
主催講座：25点以上

（５）その他記載事項（備考）
以上


整理番号　


※記載しないこと
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